
 

プレスリリース 

令和６年７月１日  
最 上 総 合 支 庁  

報 道 機 関 各 位 

 

「飛び出せ高校生 技能実習で地域協働事業」の実施について 
 

 最上総合支庁では、県立新庄神室産業高校と連携し、地域に貢献する土木技術

者の育成に取り組んでいます。高校生が日頃授業を通して学習している内容の実

践の場として、最上地域で実施している農業農村整備事業の現場を活用し、高校

生の農業や土木に対する理解を深めていただくものです。 

このたび、令和６年度の技能実習を下記のとおり開催しますので、取材等につ

いてよろしくお願いします。 

 

記 

 

１ 日  時  令和６年７月 10日（水）午後１時 35分から２時 35分まで 

２ 場  所  地すべり対策事業滝の沢第４地区（大蔵村南山） 

３ 内 容  第 1回実習【観測】 

「地すべり防止区域の現況確認、観測」 

※参加生徒は３年生５名程度。雨天中止となる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問合せ先】 

担 当 産業経済部農村計画課 
企画専門員 庄子 
電話 0233-29-1339 

報道監 総務企画部長 佐藤 

孔内傾斜計等による観測（Ｒ５実施） 集水井の現況確認（Ｒ５実施） 


